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卒業生の皆様、ご卒業おめでとうございます。皆様が本学へ

入学してこられたのが、ほんの先日のことのように思い起こ

されます。皆様にとっても短期大学２年間という年月は、本当

にあっという間の２年間だったのではないでしょうか。そし

て、濃密で充実した２年間だったのではないでしょうか。 

皆様がこの２年間で手に入れたのは、卒業証書や各種資格

だけではありません。友、師、同窓生という多くの仲間といっ

た、これからの皆様の人生にかけがえのない存在となってい

く人々とのつながりを手に入れました。そして、鈴鹿大学短期

大学部での２年間で学び得たのは、これら一生涯学び続けて

いくための基礎であり、一生涯学び続けようとする意思です。

これらこの２年間で得たものでこれからの人生を大いに切り

拓いていってください。 

さて、昨年の12月に鈴鹿大学短期大学部は、令和７年度の

募集活動の停止を発表いたしました。これは、鈴鹿大学短期大

学部が数年後には閉学するということを意味しています。し

かし、鈴鹿大学短期大学部はなくなっても、この地に学び舎と

師は残り続け、そして皆様が歩んだ軌跡は残り続けます。この

地と師と軌跡が、迷った皆様に新たな道標を指し示すでしょ

う。どうぞ、これからも学び続けてください。そしてその学び

の過程で迷い、立ち止まりそうになったら、母校へ足を運んで

ください。我々教職員一同、皆様を応援し続けます。 

最後に、本日まで卒業生の成長を支え続けてこられた、家族

を始めとする関係者の皆様、本日のこの日を迎えられたこと

を心よりお祝い申し上げます。 

 

 

卒業生の皆さま、ご卒業おめでとうございます。卒業までの

二年間は、新型コロナウィルス感染症による自粛から始まり、

５類に移行したことにより学生生活にも大きな変化があった

ことでしょう。それでも鈴鹿大学短期大学部で学んだ基礎知識

は、これからの人生の支えになると思います。昨年３月に開催

しました「滋賀県支部の集い」では、学年や年齢は違っても同

じ短期大学部の卒業生ということで、当時の話に花が咲き自分

が学んだ資格や知識を仕事に生かし力を発揮されているお姿

や、仕事で偶然同窓生と分かり助け合って仕事を進めることが

でき、同窓会の縁を感じたと話されていました。 

同窓会は縦の組織ですが、会員数も令和４年度入会者を含め

て、8.638名となりました。会員は全国各地で活躍されており、

今年度入会されました皆さまも、ぜひこのネットワークを活用

し広げていってください。 

鈴友会（同窓会）は皆さまより納めていただきました会費（終

身会費）により、二年に一度の総会運営費、案内等の通信費、

会報誌の発行などに使わせていただいております。このような

活動の基になりますのが会員名簿です。ご住所の変更がありま

したらご連絡をお願いします。 

ドジャースの大谷翔平選手が高校生の時に作った「目標達成

シート」は有名ですね。彼から学ぶのは、未来を想像しながら

今を頑張る。そうすると今やるべきことがわかる。理想の人生

は自分自身で作るということだと思います。皆さまも是非自分

の目標を目指して進んでいってください。 

社会という新しい環境のなかで、逞しく羽ばたかれることを

願っています。皆さまの益々のご活躍をお祈りしています。 

Bell Friend 

皆様のご壮健・ご活躍を祈念します 
祝  

ご卒業 



 

 

生活コミュニケーション学科 食物栄養学専攻 （ 古田 佳奈子 ） 

ご卒業おめでとうございます。 

今、皆さんひとりひとりの笑顔を思い出しながらこの文章を書いています。 

短大生活は楽しかったでしょうか。充実していたでしょうか。色々な思い出、というには短すぎたかもしれません。

でも、この２年間で皆さんが得た知識や友人、抱いた感情は、これからの人生に大切なものになることと思います。 

私の好きな言葉に「花が咲かないときは根を伸ばせ」という言葉があります。女子マラソンの高橋尚子さんの座右

の銘として有名になった言葉です。何をしても結果がでないこともあります。そんな時こそ「生きる力」や「人間力」

を培い、いつか来るチャンスをつかみ取る準備をしてください。 

そして、チャンスをつかむには周りの人との人間関係

も大切です。私が思い出せる皆さんの笑顔はきっと周り

の人を幸せにできる笑顔だと思うので、それを武器に良

い人間関係を作り、自分の財産にしてください。 

最後になりましたが、皆さんのこれからのご活躍を心

より願っています。学校に遊びに来てくれた時には、がん

ばったこと、嬉しかったこと、ちょっと悩み事などいっぱ

いお話を聞かせてください。社会人として成長した皆さ

んと会える日を楽しみにしています！ 

 

 

 

 

生活コミュニケーション学科 こども学専攻 （ 教員一同 ） 

皆さんご卒業おめでとうございます。 

さまざまなことがあったこの２年間。いろいろな経験をして学んできたと思います。たくさん大変なこともあった

でしょうが、これからの人生の糧としてください。そして、その中で先生や同級生、そして、事務に方々からたくさ

んの親切を受けてきたと思います。今度はその親切を皆さんがこれから出会うであろう子どもたちや周りの誰かにし

てあげましょう。 

明日からはまた新しい日々が待っています。新しい環境

や仲間との出会いに楽しみな反面、不安もあるでしょう。

「失敗したらどうしよう」「何か成し遂げないと」と思い過

ぎず、まずはやってみることです。たとえ転んでしまったと

しても、また立ち上がり前に進む。立ち上がる時に、もちろ

んあなた自身の力は大切ですが、周りの人たちの力を借り

ることも忘れずに。 

私たちは皆さんをずっと応援しています。くれぐれも体

に気をつけて、また自分を大切に、笑顔を忘れず頑張ってく

ださい！ 

 

 

～幹事紹介～ 

令和５年度卒業生は、本日鈴友会に入会します。 
そして、次に紹介する４名の方々に幹事を務めて 
いただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

食物栄養学専攻・・辰己 二藻さん、𠮷田 璃香さん 

こども学専攻・・・浦 葵衣さん、髙阪 帆乃花さん 

鈴友会事務局便り 

卒業後、鈴友会からご連絡をさせていただくこともありますので、住所・
改姓・電話番号など連絡先に変更がありましたら、鈴友会事務局までご連絡
をお願いいたします。 
皆さん、時々クラス会を開催して近況を把握してください。クラス会報告、

近況報告、随時受け付けております。 
皆さんで楽しい会報を作りましょう。 

鈴友会（同窓会）事務局  〒510-0298 鈴鹿市郡山町663-222 鈴鹿大学短期大学部内 

                 TEL  （059）372-3900  FAX  （059）372-3903   e-mail   reiyuukai@suzuka.ac.jp 

巣立つ皆さんへ・・・贈る言葉 


